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現在の一般的な教育活動、
今後行いたい教育活動の様子（例）

内海中学校
（内海駅利用可能）

豊浜中学校
（河和駅までバス利用）

師崎中学校
（河和駅までバス利用）

地
域
交
流

地域住民との各種交流
・住民（大人、保育所、小学校）との交流活動
　【※今後、増やしていきたい活動】

中学生と高校生（内海高・日福高）・大学生
（日福大）の交流活動
・部活動交流や文化交流の場面を設定したい。
・中学生が高校、大学（日福大）を訪問する。
・高校生、大学生を中学校に招く。特に大学生
には、外部指導者としての各種活動の支援を期
待する。

　【※今後、増やしていきたい活動】

内海高は海っ子バ
ス、日福大（付属
高）は名鉄を利用し
ての交流可能。

名鉄、海っ子バスを
利用しての交流可
能。

名鉄、海っ子バス
（知多バス）を利用
しての交流可能。

日福大の「教職インターンシップ」、愛教大の
「学校体験活動」の受け入れ
・大学の授業の一環で、教職を志す大学生が週
に一度程度、小中学校での体験学習を行っている。
・大学生にふれる中学生にとっても、年齢の近い学
生との交流で学ぶことは多い。

名鉄または自家用車
利用

名鉄と海っ子バス、
または自家用車利用

名鉄と海っ子バス
（知多バス）、また
は自家用車利用。

美浜町
 ・野間中……名鉄
 ・河和中……バス
武豊町、半田市以遠
 ・名鉄

美浜町
 ・野間中……バス、
             名鉄
 ・河和中……バス
武豊町、半田市以遠
　・バス、名鉄

美浜町
 ・野間中……バス、
　　 名鉄（要乗換）
 ・河和中……バス
武豊町、半田市以遠
 ・バス、名鉄

休日の場合：中学校
（or内海駅）に集合
しての出発が可能。
ただし、休日は自宅
からの移動になるこ
とが多い。

休日の場合：自宅か
らの移動（現地集合
または駅集合）。

休日の場合：自宅か
らの移動（現地集合
または駅集合）。

名鉄を利用。
保護者の送迎協力を
得て可能。

名鉄、海っ子バスを
利用。
保護者の送迎協力を
得て可能。

名鉄、知多バスを利
用。
保護者の送迎協力を
得て可能。

高
校
・
大
学
と
の
連
携

他
市
町
の
中
学
校
と
の
連
携
・
交
流

中学校教育活動における、アクセス面からの比較

中学校生徒同士の交流活動・部活動の試合

・特別活動（生徒会活動等）における、連携し
ての活動
　【※今後、増やしていきたい活動】

・部活動における、大会参加・練習試合や合同
練習

（町内での移動なので、学校の位置による優位性はほぼない）

《他市町の中学校（試合会場等）に出向く場合》

《他市町の中学校（クラブチーム）を招く場合》

使用頻度は限られるものの、スクールバスを活用して大会等へ参
加する。



現在の一般的な教育活動、
今後行いたい教育活動の様子（例）

内海中学校
（内海駅利用可能）

豊浜中学校
（河和駅までバス利用）

師崎中学校
（河和駅までバス利用）

職場体験学習
・県の「キャリアスクールプロジェクト」事業
に基づき、主に中学２年（夏休み）に３日間程
度、実際に各事業所にて職業体験を行う。
・夏休みの活動ではあるが、事前打合せ等で平
日に授業の一環として出かけることもある。

（夏休みの場合は自宅
から出かけるので、学
校の位置の優位性はほ
ぼない）

平日の活動では、名
鉄、バスを利用。

（夏休みの場合は自宅
から出かけるので、学
校の位置の優位性はほ
ぼない）

平日の活動を行う場
合は、バス、名鉄利
用になる。

（夏休みの場合は自宅
から出かけるので、学
校の位置の優位性はほ
ぼない）

平日の活動を行う場
合は、バス、名鉄利
用になる。

高校訪問（上級学校訪問）
・主に２年生が、進学先について視野を広げる
ために、名古屋市内、知多半島内の学校（公立
高校・私立高校・専修学校）をグループで訪問
する校外学習。高校では担当職員の説明のも
と、見学や質疑を行う。平日の活動。

学校を訪問する計画
を、グループごとに
立てられる。
「学校へ戻って振り
返り（まとめ）学
習」ということも可
能。

スクールバスを活用
し、駅まで移動す
る。

スクールバスを活用
し、駅まで移動す
る。

体験入学
・主に３年生が、希望校の決定に向け、個別で
申し込み、それぞれの学校の説明会、体験会に
参加する。休日、夏休みに実施する学校が多
い。

受験校への出願
・受験にあたって、願書を提出に行く。現状で
は原則として、受験校へは生徒本人が（試験当
日の“下見”も兼ねて）提出に行くことが多
い。

直接、鉄道が利用で
きる。

バスと鉄道の利用に
なる。

バスと鉄道の利用に
なる。

特
別
支
援
教
育

自立活動・生活単元の学習

・特別支援学級の生徒が「自立」「生活体験」
をねらいとして、公共交通機関の利用、民間施
設・公共施設の利用・見学、交流活動などを行
う。

・学校周辺にて、自然の観察や近隣施設見学等
をねらいとして、徒歩移動にて学習や交流活動
を行う。

遠方へは名鉄利用可
能。

学校周辺はおおむね
平坦である。

遠方へはバス、名鉄
利用で出かける。

学校周辺は坂を往復
して移動する。

遠方へはバス、名鉄
利用で出かける。

学校周辺はおおむね
平坦である。なだら
かな坂道がある。

そ
の
他

職員の勤務
・多くの職員は自家用車で通勤しているが、中
には公共交通機関限定の職員も少数ながらい
る。
・特に、非常勤講師やスクールカウンセラー
等、条件に見合う人材がなかなか見つからない
こともある。

鉄道、バスでの通勤
が可能。

バスでの通勤が可
能。

バスでの通勤が可
能。

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導 （自宅からの往復になるので、学校の位置による優位性はほぼない）


